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（目的） 
ポイントが編集されたビデオ映像によるフィードバック

は、教師の支援行動の変容に有効である(Brouwer, Besselink, 

&Oosterheert, 2017）。しかし、編集作業に一定の技術と時間

を要する課題があり（杉原・米山，2015）、これらの課題へ対

処した先行研究は少ない。そこで本研究では、特別支援学校

小学部における登校直後の片付け行動を標的とし、即時に編

集が可能なビデオ・ツールを活用した行動コンサルテーショ

ンを行い、その効果とコストについて検討することを目的と

する。 

（方法） 
参加者 本研究には、クライアント、コンサルティ（学級担

任）、コンサルタント（第１筆者）の計３名が参加した。クラ

イアントは特別支援学校小学部第１学年の６歳男児で、３歳

児に医療機関より知的障害（広汎性発達障害）の診断を受け

ていた。入学当初から配属された教室への入室や持参した荷

物を片づける行動を拒否し、廊下や別の部屋で気に入った掃

除機などをいじって過ごしていた。コンサルティは同校の特

別支援学校経験３年目（教職経験 13年）の現職教員で、当該

男児の担任をしていた。男児の上記拒否行動への支援につい

てニーズを示していた。コンサルタントは、同校に所属する

特別支援学校教職経験 15 年の教師で、研究開始時は教員養

成系の教職大学院にも所属していた。研究開始前に、クライ

アントの保護者とコンサルティに研究の目的・方法や個人情

報を伏せたうえでの公開可能性を紙面と口頭で説明し、承諾

を得た。 
研究期間と場面 20XX年５月から同年12月までの８ヶ月間、

合計 14 回実施した。場面は登校直後と放課後に校舎内で実

施した。 

標的行動 クライアントが在籍する学部が求める「登校直後

の片付け行動」の中から、男児の実態に見合うと思われる行

動（かばん、連絡帳、水筒の運搬と、指定された場所への収

納）を標的とした。 
独立変数 担任によるプロンプトと賞賛（以下、人的支援）、

支援教材の位置や角度の工夫（以下、物的支援）、男児が拒否

行動を示さない場所から徐々に教室へと標的行動を求める

場所を移す支援（以下、場所の支援）を設定した。またコン

サルティの支援の様子を前述のビデオ・ツールで撮影し、そ

の日の放課後にフィードバックした（支援の効果を伝え、今

後の支援方針に協議した）。 
手続き 
ベースライン：登校直後における標的行動について、普段通

りの様子を３日間測定した。 

介入１：男児がこれまでに拒否行動を示したことがない玄関

において（場所の支援）、カゴや絵カードを用いた（物的支援）。

誤反応や無反応にはプロンプト（指差しや身体ガイダンス）

を示し、標的行動の生起には即座に賞賛した（人的支援）。 

介入２・３：場所を男児が選好する掃除機がある部屋の前に

移し、実施した。介入３は、連絡帳を入れるカゴを男児の視

野に入る高さ（椅子の上）に設置した。 

介入４：場所を教室により近づけたうえで、児童の見やすい

角度に絵カードを設置した可動式の教材を用いた。 
介入５・６：場所を教室内に変更した。介入６では標的行動

を追加した。 
維持：介入から３週間後に、介入６と同じ条件で実施した。 
（結果） 
介入標的行動の結果を下図に記した。 

 
Fig.1 朝の時間帯における「片付け行動」の推移 

ベースラインではいずれも標的行動は生起せず、教室の入

室を強いる担任を遠ざける、教室から離れた体育館倉庫で過

ごす等の行動がみられた。介入１から３において男児は、コ

ンサルティの段階的なプロンプト（指差しや身体ガイダンス）

を受けながら、標的行動が生起した。また介入４以降では、

コンサルティのプロンプトがなくても多くの標的行動を自

発するようになった。また研究終了後に、他の場面（給食や

自立活動など）でも教室に入室して活動に従事する時間が増

えたことが担任から報告された。コンサルティは、支援場面

の映像がフィードバックされ続ける中で、男児のパフォーマ

ンスを見極めてから支援を段階的に出す必要性や男児の視

野や視線方向を意識して教材を配置する必要性について自

発的に言及するようになった。なお、コンサルティへ編集し

たビデオ映像をフィードバックするために要した時間は、撮

影直後の追加編集に 10 分程度、フィードバックそのものに

約５～15分程度を必要とした。 

（考察） 
本研究の結果から、独立変数（人的支援、物的支援、場所

に支援を組み合わせること）の有効性、ビデオ・フィードバ

ックの有効性、即時に編集可能なビデオ・ツールの対費用効

果について考察した。 
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